
気候変動による損害と損失リスクをチャンスに転換するために

ESG経営推進部

環境経営グループ 三浦 仁美

2026年1月20日
（発表10分、質疑応答5分）

積水化学工業株式会社

JPRSI 2025年度第４回セミナー

「気候変動に伴う損失と損害の対応のあり方 ～民間参画促進に向けて～」

環境長期ビジョン2050



1

会社概要

理念体系

社是 – ３S精神

グループビジョン

長期ビジョン

基本情報

積水化学グループは、際立つ技術と品質により、

「住・社会のインフラ創造」と「ケミカルソリューション」の

フロンティアを開拓し続け、

世界のひとびとのくらしと地球環境の向上に貢献します。

企業活動を通じて
社会的価値を創造する

積水を先人の谷に
決するスピードをもって
市場を変革する

際立つ技術と品質で
社会からの信頼を

獲得する

Service Speed Superiority
サービス スピード スペリオリティ

Vision2030

“Innovation for the Earth”
サステナブルな社会の実現に向けて、

LIFEの基盤を支え、“未来につづく安心”を創造します。

グローバル展開
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リスク分析における物理リスクの影響の再確認

方法１ 気候変動事象に関するシナリオ分析

自社経営のリスク対策だけでなく、事業としてのチャンスを検討する
気候変動による損害と損失リスクを見積もり、企業としての優先順位を判断
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方法２ Nature影響に対するLEAP分析

気候変動の物理リスクから、水リスクを抽出しLEAP分析にもとづきPDCAの実践

グローバル展開

ビジネス（製品）のグローバル展開とサプライチェーンについてもロケーションを確認
することで地域に応じたチャンスの見極めが可能
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方法３ 事業における「損失と損害」低減のためにできることの検討

災害を縮小できる家
ライフラインが途絶えても
活用できるエネルギー
⇒蓄電池の利用
設置場所の検討

豪雨による河川の決壊や
床上浸水の抑制に効果的な
インフラの拡大
⇒RCP、雨水貯留材の拡販

災害状況探査
被害シグナル発信
⇒ドローンへの素材提供
新しい発電機構、素材
の開発

災害医療
⇒水がない状況でも可能な
検査薬、
応急治療に役立つキット

どんな損失と損害の軽減ができるか？



5

事例 「損失と損害」低減のための製品

雨水貯留材「クロスウェーブ」

空隙率が95％以上の

再生原料からなる

雨水貯留材

製品の原料として再生原料を使用する

ことにより、低炭素にも寄与

地下に埋設することで

豪雨の豪再の雨水の吸収能を

向上させ、河川の決壊や

床上浸水などによる損失と損害を

抑制可能なインフラ

耐荷重性を担保した製品設計により

雨水貯留機能強化しながら

地表面の土地を利用可能とし、

自然資本の豊富化にも寄与

設置場所を途上国とすると

途上国の災害耐性向上に寄与

サプライチェーンのあるエリアに設置すると

自社BCPにもなり得る
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最後に

気候変動シナリオを活用した自社のリスク分析

Nature影響のLEAP分析を活用した
水リスクのロケーション分析をPDCA確認

事業毎の損失と損害に対してできることの確認

新しいイノベーション、サービスの展開（チャンス）へ
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